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(
写
料
は
都
市
計
闘
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
魚
津
駅
周
辺
)

津

何
年
度
上
半
期
状
況

東

一
般
会
計
に
お
け
る
当
初
予
開
額

は
十
一
応
七
千
六
十
六
万
二
平
円
で

し
た
が
、
そ
の
後
、

6
月
に
一
，
似
九

千
二
百
七
十
六
万
円
、

9
月
に
九
千

七
百
二
十
三
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
は
十
四
山
出
六
千
六
十
五
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
や
県
の
補
同
を
受
け
て

す
す
め
る
事
業
で
、
年
度
は
じ
め
に

は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
も
の

が
、
後
に
き
ま
っ
た
り
、
予
期
し
な

い
引
業
が
で
で
き
た
り
し
た
た
め
で

す
。

43.11.20 (腕時増刊〉

収
入
、
支
出
割
合
は

と
も
に
お
%

、、J
''

-f
E
¥
 

9
月
末
現
在
の
収
入
済
額
は
五
億

六
千
七
十
六
万
円
で
、
予
算
額
に
対

し
三
八
・
四
軒
の
収
入
割
合
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
市
税
は
、
ほ

ぼ
順
調
に
納
入
さ
れ
二
億
二
千
二
百

万
円
、
地
方
交
付
税
は
七
一
軒
の

一

億
三
千
八
百
万
円
が
収
入
さ
れ
て
い

ま
す
D

い
っ
ぽ
う
支
出
額
は
、
五
億
六
千

四
百
三
十
一
万
円
で
、
予
算
額
に
刻

す
る
支
出
割
合
は
三
八
・
六
校
に
な

っ
て
い
ま
す
。
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魚 津 印刷肌

旅行や出張の際のた

ばこ、贈答用たば乙

は、ぜひ市内で買い

ましょ う。

たばこは市内で…

印刷

ん

市
政
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
市
一

一
民
生
活
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ

て
い

ま

す

。

魚

津

市

~

一
の
財
政
事
情
を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
毎
年
二
回

一

一
財
政
状
況
を
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

一

一

今

回
は
、

必
年

4
月

か

ら

9
月

ま

で

の
財
政
状
況
を

ん

一
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一

な
お
、
刊
年
度
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
投
資
的

事
業
の
お
も
な
も
の
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

マ
林
道
開
設
H
五
千
十
四
万

円

マ

農

業
構
造
改
善
日
二

千
百
八
十
六
万
円

マ
農
免

道
路
整
備
H
一
千
七
百
二
十

九
万
円

マ
土
地
改
良
H
一

千
三
百
四
十
四
万
円

マ
委

託
造
林
H
一
千
三
十
八
万
円

マ
道
路
舗
装
H
一
千
九
百
七

十
九
万
円

マ
道
路
改
良
リ

一
千
凶
百
七
十
六
万
円

マ
辺
地
山

村
道
路
盤
備
H
八
百
万
円

マ
経
田

漁
港
改
良
リ
五
百
万
円

マ
県
工
業

焚
励
要
綱
に
よ
る
抑
制
事
業
リ
四
百

三
十
万
円

マ
老
朽
た
め
池
補
強
H

四
百
六
十
四
万
円

マ
道
断
川
地
買

収
ド
三
百
八
十
万
円

マ
稲
川
制
改
良

川
川
三
百
二
十
万
円

マ
片
貝
小
学
校
改
築
H
六
千
二
百
四

十
万
円

マ
青
少
年
ホ
1
ム
建
設
H

二
千
八
百
八
十
五
万
円

マ
本
江
小

学
絞
噌
築
H
一
千
三
百
八
十
八
万
円

マ
道
下
小
学
校
プ

l
w
建
設
H
八
百

五
万
円

マ
市
庁
舎
建
設
費
H

一
億
四
千
五
百

六
十
万
円

マ
災
害
復
旧
日
一
千
九

百
四
十
九
万
円

マ
失
業
対
策
事
業

H
四
千
三
百
二
十
九
万
円

市

債

市
で
は
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
道
路
、
学
校
、
住
宅
な
ど
の

建
設
諸
事
業
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
は
財
源
が
不

足
し
ま
す
。
そ
こ
で
大
賊
省
や
郵
政

省
、
市
中
銀
行
な
ど
か
ら
お
金
を
借

り
て
事
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

9

月
末
現
在
の
市
債
は
や
く
八
億
円
あ

り
、
乙
と
し
の
3
月
末
よ
り
や
く
七

千
万
円
ふ
え
て
お
り
ま
す
。

こ

れ

は
、
市
民
一

人
あ
た
り
に
し
ま
す
と

一
万
七
千
二
十
五
円
の
借
金
を
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人

あ

た

り

九

千

九

百

円

市

税

の

負

担

9
月
末
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は

十
四
応
六
千
余
万
円
で
す
が
、
市
民

一
人
あ
た
り
に
し
ま
す
と
三
万
一
千

十
円
の
剖
り
合
い
と
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
市
民
が
直
接
負
制
さ
れ

る
市
税
に
つ
い
て
は
四
億
七
千
余
万

円
の
予
算
額
で
す
か
ら
、
一

人
あ
た

り
九
千
九
百
七
十
八
円
の
負
担
額
と

な
り
、
前
年
度
よ
り
一
人
ゃ
く
六
百

円
ふ
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

く市税 負 担 内 訳〉

税 目 I 予算額 Iり1負人担あ額た

市 民 おt176.6千2円6 3.74円9 

固定資産税 211.456 4.4891 

軽 自 動 車 税 6.541 139 
たば乙消費税 48.119 1.021 

電気ガス税 26.000 552 

その他の税 1.270 281 

合 470.012 

特

別

会

計

特
別
会
計
の

9
月
末
に
お
け
る
収

支
状
況
は
、
全
部
を
あ
わ
せ
た
予
算

額
が
二
億
五
千
八
十
五
万
円
と
な

り
、
予
算
額
の
四
四
が
れ
に
あ
た
る
一

惚
一
千
万
五
十
円
が
収
入
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
支
出
額
は
予
算
額

の
四
三
官
に
あ
た
る
一
億
七
百
九
十

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険
事
業

に
お
け
る
収
支
は
、
予
算
額
一
億
八

千
七
百
二
十
五
万
円
に
対
し
、
収
入

割
合
四
一

M
h
、
支
出
割
合
四
四
が
れ
と

な
っ

て
お
り
ま
す
。

市

有

財

産

〈
有
価
証
券
〉
株
券
H
二
百
五
万

五

千

円

社

似

券

H
七
百
四
十
五
.
刀

五

千

円

国

債

証

券
U

一

千

円

合

計
九
百
五
十
一
万
一
千
円

〈
そ
の
他
〉
出
資
に
よ

る
権
利
日
四
百
十
三
万
円

貸
付
金
日
五
百
七
万
七
千

円
魚
津
市
築
提
事
業
基

金
H
三
十
万
円

物>

消
妨
崎
明
ー歎
W
ゆ

街
律
一
債

民
主
品
川

農
林
水
永
償

島
刊
貨
品
明
・

久
善
後
岬
債

よ
晶
帆
占
岡
地
明

筏
勢
'
端
唄

主

木

南

土

|市債内訳|

十
方
円

.之竜

~ 
w 

健
全
な
財
政
維
持
に
努
力

位

年

度

決

算

か

ら

刊
日
年
度
は
、

ー山
梨
橋
浦
野
設
や
都
市

施
設
の
整
備
事
業
、
市
庁
舎
建
設
な

ど
、
大
規
挟
な
継
続
事
業
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
い
ち
だ
ん
と
き
び

し
い
財
政
事
情
と
な
り
ま
し
た
。
収

入
の
大
き
な
割
合
を
占
め
る
市
税
も

あ
ま
り
増
収
が
則
待
で
き
ず
、
も
っ

ぱ
ら
国
や
県
の
財
政
援
助
に
た
よ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
し
い
市
の
台

所
で
し
た
が
、
で
き
る
だ
け
経
費
の

節
減
に
つ
と
め
た
結
果
、
決
算
に
お

い
て
繰
越
金
を
残
し
、
健
全
財
政
を

堅
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
初
予
算
額
は
十
一
応
五
千
二
百

六
十
五
万
三
千
円
で
し
た
が
、
途
中

八
回
の
補
正
に
よ
り
、

最
終
予
算
総

額
は
十
三
億
四
千
四
百
九
万
八
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
度
よ

り
一
億
四
千
四
百
万
円
ふ
え
て
お
り

ま
す
。刊

日
年
度
決
算
額
は
下
表
の
と
お
り

で
す
が
、
収
入
は
予
算
額
に
対
し
九

八

・
五
軒
の
十
三
億
二
千
四
百
五
十

二
万
円
、
い
っ

ぽ
う
支
出
は
予
算
額

同途別支出額

、との i也 /， 6ノ3河内 メJ叫141IM 利時|主曹II! ln ~ ~. J.} O万円 ノタ佑

建

設

事

業

費
位

%

占
め
る

支
出
額
を
用
途
別
に
別
け
て
み
ま

す
と
、
右
図
の
よ
う
に
な
り
、
い
ち

ば
ん
多
い
の
は
建
設
事
業
費
で
、
つ

ぎ
が
人
件
費
、
乙
れ
を
あ
わ
せ
ま
す

と
全
体
の
六
四
軒
を
占
め
る

こ
と
に

な
り
ま
す
。

建
設
事
業
に
使
わ
れ
た
の
は
五
億

五
千
四
百
九
十
五
万
円
で
、
乙
れ
は

歳
出
総
額
の
四
二

・
二
軒
に
あ
た
り

-建市出4
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録

選

挙

人

名

簿

「
申
し
出
は
ロ
月
2
日
ま
で
に

選
挙
は
、
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
人
名
簿
に
追
加
登
録
す
る
た

め
の
登
録
日
が
年
四
回
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
ロ
月

1
日
は
乙
と
し
は
以

後
の
託
銀
日
で
す
。

乙
の
日
現
在
で
尚
二
十
歳
に
な
ら

れ
た
人
(
昭
和
お
年
口
月

2
日
以
前

区 71- | 土 l也 |建 4如

本 1子 どLらJ 
平10方，メ16戸 8トJレ 平8方，メ4ー10トJレ

消 |坊 施 設 840 1.288 
その他の行政施設 1.414 
学 校 関 係 115.096 54.383 
公 営 住 宅 94.358 22.349 
公 図 17.801 
その仙の公共施設 84.465 12.162 
叫| 林 9.423 
貸 付 9.289 1.604 
その他の土地建物 19.487 1.619 

合 360.927 103.229 

特
別
会
計
に
お
け
る
収
入
総
額
は

二
位
二
千
九
百
五
十
七
万
円
、
支
山

総
額
は
二
億
二
千
六
百
七
十
三
万
円

で
、
そ
れ
を
差
し
引
き
し
ま
す
と
二

両
八
十
四
万
円
が
残
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。〈

国
民
健
康
保
険
〉

六
十
四
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
、
療
養
費
な
ど
大

幅
に
ふ
え
六
百
八
十
八
万
円
が
刊
年

に
生
ま
れ
た
人
〉
で
、
引
き
続
き
三

か
月
以
上

(
6月
1
日
以
前
)
魚
津

市
に
住
所
を
有
す
る
人
は
、
登
録
の

申
し
出
を
し
な
い
と
、
名
簿
に
追
加

登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。
と
く
に
来
年
は

総
選
挙
も
予
似
さ
れ
ま
す
の
で
、
ロ

月

2
日
(
月
)
ま
で
に
印
鑑
お
持
ち

の
う
え
、
市
役
所
市
民
諜
で
申
し
山

の
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

乙
の
登
録
者
の
氏
名
は
、
ロ
月

8

日
(
日
)
か
ら
七
日
間
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
で
縦
覧
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
内
訳
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

庁

舎

建

設

費

九

、
三
九

O
万
円

都

市

計

画

事

業

九

、一

八
三
万
円

高

架

前

建

設

八

、四
一
九
万
円

教
育
セ
ン
タ
ー
仙
問
、
八
七

一
万
円

の
九
七

・
八
軒
に
あ
た
る
十
三
億

一

失
対
事

業

三

、
九
七
八
万
円

千
五
百
九
万
円
を
執
行
し
て
お
り
ま
束
中
体
育
館
建
設
三
、五
五
五
万
円

す

。

市

道

改

良

費

二

、九

O
八
万
円

こ

の

歳

入

歳

出

差

し

引

き

ま

す

と

住

宅

建

設

費

二

、六

O
八
万
円

九

百

四

十

三

万

一

千

円

が

尽

字

と

な

林

道

開

設

二

、四
五
九
万
円

り
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。
経
国
保
育
所
建
設
二
、
一
一
八
万
円
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i
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七
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一
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円

一
川
川
一
山
一
同
一
山
一

利

川

一

農

免

道

路

一
一作一日
一
と

ご

と

は

川

一

て
六
七
六
万
円

一

一よ
:'一
品

一
。
一

m
一
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乃

一

二
二
1

一
μ
一j
一
貴

前

哨

制

一

農

業

構

造
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三
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O
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一

O
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投
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七

八
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円

公
衆
便
所
新
設

七
五
万
円

体
力
テ
ス
ト

度
に
繰
り
の
ベ
し
て
お
り
、

こ
れ
を
差
し
引
き
し
ま
す

と
、
六
百
二
十
四
万
円
が
赤

字
と
な
り
ま
す
。

収
入
は
、
保
険
税
が
七
千

百
十
余
万
円
で
全
体
の
三
八

折
、
国
庫
支
出
金
は
九
千
三

百
四
十
余
万
円
で
五

0.計
を

占
め
て
い
ま
す
。
い
っ
ぽ
う

支
出
で
は
、
全
体
の
八
八
軒

に
あ
た
る
一
億
五
千
五
百
余

万
円
が
医
療
費
と
し
て
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。
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水
道
局
で
は
、
昭
和
位
年

4
月
1
日
か
ら

9
月
初
日
ま
で
の
水
道

卒
業
会
計
の
概
況
を
公
表
し
ま
し
た
が
、
つ
ぎ
に
位
年
度
決
算
を
中

心
に
刊
年
度
上
半
期
の
あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

位

年

度

決

算

ま
す
と
、
差
し
引
き
六
百
二
十
九
万

四
千
九
百
七
十
六
円
が
位
年
度
の
純

利
益
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
純
利
益
と
、
前
年
度
引
継
金

あ
わ
せ
て
六
百
二
一十
一
万
九
千
六
十

円
が
位
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
と

な
り
、
こ
の
う
ち
、
三
百
二
十
五
万

九
千
五
十
二
円
が
建
設
改
良
積
立
金

に
、
残
り
の
三
百
六
万
八
円
が
翌
年

度
繰
越
利
益
剰
余
金
に
あ
て
ら
れ
ま

し
た
。な

お
、
水
道
事
業
を
す
す
め
る
た

め
借
り
て
い
る
企
業
債
は
、
発
行
総

額
が
二
倍
九
千
五
百
二
十
五
万
円
、

今
年
度
償
還
額
が
七
百
九
十
二
万
じ

水
道
出
業
は
、
位
年
4
月
か
ら
地

方
公
岱
企
業
法
の
適
用
を
受
け
、
一

般
行
政
と
は
.
区
別
さ
れ
、
運
営
が
行

な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
は

じ
め
て
の
決
訴
状
出
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
議
会
の
決

算
特
別
委
員
会
で
審
議
中
で
す
。

昭
和
位
年
度
中
に
実
施
し
た
事
業

に
は
、
配
水
管
の
布
設
.
不
感
メ
ー

タ
ー
器
の
取
り
替
え
な
ど
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
国
道
八
号
線
ぞ
い
の
本
江
、
相
の

木
地
内
お
よ
び
市
街
地
の
水

道
未
設
置
個
所
な
ど
に
、
延

長
千
九
百

M
の

配

水

管

を

工

¥

代
千
百
六
十
万
円
で
布
設
し
¥

ま
し
た
。

¥

①
以
遁
小
川
寺
横
枇
線
の
片

¥

LX~

貝
川
に
か
か
っ
て
い
る
東
山
一

村

橋
が
、
永
久
橋
に
架
け
替
え

一

永

さ
れ
ま
し
た
の
で

.
配
水
管

/

拾

の
布
設
替
え
工
事
を
実
施
し

/

ま

し

た

。

/

①

無

収

水

量

の

減

少

を

は

か

/

る
た
め
、
金
屋
町
ほ
か
十
町

内
で
八
百
七
十
五
個
の
不
感

メ
ー
タ
ー
器
を
取
り
替
え
、

宝
え
収
益

そ
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

④
そ
の
ほ
か
漏
水
防
止
作
業
と
し
て

市
内
百
八
十
個
所
の
配
水
管
の
修
理

を
し
ま
し
た
。

水
道
局
で
は
、
と
く
に
諸
経
費
を

節
減
し
、
経
営
の
合
理
化
を
は
か
つ

た
結
果
、
収
益
的
収
支
に
お
い
て
六

?

百
二
十
九
万
四
千
九
百
七
十
六
円
の

i

純
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま

与

し
た
。
そ
し
て
前
年
度
引
継
金
二
万

三百

四
千
八
十
四
円
と
合
わ
せ
ま
す
と
、

益

六
百
三
十
一
万
九
千
六
十
円
が
剰
余
損

金
と
な

り

ま

し

た

。

業

事道r¥ 

J
H心度年

内
/
臼

8
斗ム

事襲i志?哲津無第 3種郵便物認可

繰

越

金

は
三

百

余

万

円

川
町
年
度
む
決
算
状
況
は
下
表
の
通

り
で
す
口
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
白

業
収
益
四
千
五
百
七
十
二
万
五
千
余

円
、
こ
れ
に
対
し
営
業
費
用
が
三
千

六
十
三
万
六
千
余
円
と
な
り
、
営
業

利
益
は

一
千
五
百
八
万
九
千
余
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

乙
れ
に
営
業
外
の

収
議
二
十
六
万
一
千
余
円
、
営
業
外

費
用
九
百
五
万
五
千
余
円
を
加
減
し

千
円
で
、
こ
れ
を
合
め
た
い
ま
ま
で

の
償
還
問
合
計
が
五
千
六
百
三
十
四

万
五
千
円
と
な
り
、
乙
の
差
し
引
き

一
俗
三
千
八
百
九
十
万
五
千
円
が
3

川
末
の
残
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

給

水

戸

数

は

五
千
四
十
九
戸

川
何
年
度
中
に
水
源
池
か
ら
出
さ
れ

た
水
の
量
は
二
百
七
十
三
万
八
千
立

万
M
、
こ
の
う
ち
各
家
庇
な
ど
で
使

わ
れ
た
水
は
百
十
七
万
六
千
立
方
M

で
、
年
間
有
収
水
量
-
率
は
凶
二

・
九

軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
か
月
.
平
均

給
水
量
は
九
万
七
千
九
百
八
十
六
立

方
M
で
す
。

3
月
末
に
お
け
る
給
水
人
口
は
二

万
五
千
八
百
五
十
三
人
、

給
水
戸
数

五
千
四
十
九
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

何
年
度
上
半
期

ま
ず
、
刊
年
度
水
道
.事
業
に
お
け

る
建
設
改
良
工
事
は
、
住
宅
が
ふ
え

て
い
る
地
帯
の
配
水
管
布
設
、
補
助

水
源
池
の
噌
設
、
市
内

一
円
の
配
水

補
助
管
布
設
替
え
、
有
収
水
量
の
効

率
を
高
め
る
た
め
不
感
メ
ー
タ
ー
器

一
千
個
の
取
り
替
え
な
ど
が
計
画
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、

9
月
末
ま
で
に
実
施

表昭…対借貸

さ
れ
た
拡
張
工
事
は
、

①
高
架
橋
融
雪
用
な
ど
の
た
め
道
坂

地
内
の
・
片
貝
川
流
域
に
三
百
六
十
五

万
円
で
補
助
水
源
池
を
増
設
、
②
魚

津
市
校
前
通
り
延
長
三
百
七
十
M
に

口
径
百
戸
配
水
管
を
八
十
六
万
円
で

布
設
、
①
市
道
大
町
十
二
号
線
延
長

百
三
十
M
に
口
径
七
十
五
戸
配
水
管

を
二
十
二
万
円
で
布
設
、

@
寺
町
通

り
の
元
ガ
ス
管
が
腐
蝕
し
て
い
る
た

め
、
口
径
五
十
戸
管
延
長
二
百
M
を

四
十
五
万
円
で
布
設
替
え
、
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〈
経
営
の
状
況
〉

上
半
期
に
お
け
る
損
接
収
支
は
下

表
の
と
お
り
で
す
が
、
収
疏
で
は
予

算
額
に
対
し
五
四

・

六
軒
に
あ
た
る
二
千

二

四
百
十
万
円
の
収
入
山
ノ
人
口

、

忌

と
な
り
、
料
金
収
入

川

/

/

が
順
調
に
す
す
ん
で
い
河
〆

J

い

る

乙

と

を

示

し

て

却

/

一

い

ま

す

。

合

V

¥

い
っ
ぽ
う
費
用
は

¥

四
三

・
八

五

一

千

1
4
ぺ
づ
み

四
百
六
十
万
円
が
支

山
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
圏
一
水
器
の

取
り
替
え
な
ど
が
下
半
期
に
わ
た
っ

て
行
な
わ
れ
る
た
め
、
支
川
割
合
が

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
如
何
年
度
上
半
期
の
試
釣
表
に

よ
れ
ば
、
資
産
の
部
で
は
有
形
固
定

資
産
や
預
貯
金
な
ど
三
百
九
十
四
万

一
千
余
円
の
増
加
、
負
債
・
資
本
の

部
で
は
、
企
業
偵
の
償
還
な
ど
に
よ

り
、
五
十
一
万
余
円
の
減
少
を
示
し

て
い
ま
す
。

~~↓ 目 |字ZZ|れでalrに対ナ会

給水収益 40，95千3円
千円 % 

22，247 54.3 

受託工事収益 2，600 1，565 60.6 

その仙の収益 636 284 44.7 

収益合計 44，189 24，096 54.6 
千円 千円 % 

原水および浄水質 3， 3~7 1，471 43.8 

配4くおよび給水質 8.206 2，923 35.6 

業 1労 資 9，157 4，205 45.9 

減 価償 却資 9，158 4，578 50.0 

受託工事自 3，230 1，317 40.8 

そ の イ山 260 108 41.5 

費用合計 33.368 14，602 43.8 

(うち職員給与賀)(13.120) (6，848) (52.2) 

企業{f.f利息 8，611 4，473 50.2 

合 42，279 19，075 45.1 

差 引 11. 91 0 1 

43年度上半期損益収支

日
目
坪
産

1三↓ 日|金 額 11斜 目|金 頒 |
JlJ flJ 

営業収益 45，725.276 営業費用 30，636，027 
給 水収 益 42.614，319 原水および浄氷賀 2，731. 547 
受 託工事収益 2，387，990 配水および給水質 7，281，825 
材料売却収益 397，687 受託工事費 2.566，671 
手 数 米; 325，280 山vr.山、 係 投 8，924，400 

営業外収益 261，421 減価償却Jj当 8，830.584 
受取利子 62，207 資産 減 耗 費 6，2201 
点在 l収 益 198，714 材料売却原価 794，780 

Jg
業企雑支外払業費債利用

支息取扱お諸よ費

出

び
9，055，694 

8，943，303 

112，391 
当年度純利益 6，294，97町

メlコ当、 計 I 45附吋合 I 45，986，問

事J 目|金 絹 11 科 目|合 額

13，598，75円2| 

円

流動資産 流動負債 5，615.963 
現 金預金 1，510，039 未 払 金 386，296 
対亡 11文 金 3，247，988 預り有価証券 5，000，000 
fl'T i境 n仁nI 3.840.725 預 り 金 229，667 
保管有価証券 5，000，000 資本金 191，424，254 
固定資産 191，069.525 自己資本金 52，519，089 
有形同定資産 191，028，325 イ日入資本金 138.905，155 

了七 i也 6，470，555 企 業 GI 138，905， 15~ 

建 4如 2，794，029 剰余金 7，628，060 
構 築 物 179，110.686 資本剰余金 1，309，000 
機械及び装置 10，366，148 受~(I~I財産評価額 1，309，000 
車両運搬具 769，900 利益剰余金 6，319，060 
工 具器具備品 347，591 前年度引継金 24，084 
減価償却引当金 ム 8，830，584 益当剰年度余未金処分利 6，294.976 

無形固定資産 41，200 
施設利用権 41，200[ 

資 産合計 1204，似2叶 負債・資本合計 1204.668.277 
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ま
た
、
損
益
助
定
で
は
、
水
道
使

用
料
な
ど
二
千
四
百
十
九
万
四
千
余

円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
が
、
給
水

質
や
人
件
費
な
ど
一
千
九
百
七
十
四

万
二
千
余
円
の
自
川
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
を
差
し
引
き
し
ま
す

と
、
四
百
四
十
五
万

一
千
余
円
の
純

利
益
を
生
じ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

9
月
末
に
お
け
る
水
道
事
業
の
政

向
勘
定
は
、
資
産
合
計
、
負
債
・
資

木
合
計
が
そ
れ
ぞ
れ
二
億
八
百
六
十

万
九
千
余
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
事
業
を
行
な
う
た
め
に
借

り
入
れ
て
い
る
企
業
債
は
、
9
月
末

現
在
で
)
億
三
千
四
百
七
十
六
万
一

千
円
あ
り
ま
す
。

〈
業
務
の
状
況
〉

9
月
末
に
お
け
る
給
水
人
口
は
、

二
万
六
千
二
百
八
十
五
人
、
給
水
戸

数
は
五
千
百
十
八
戸
で
、
前
年
同
期

と
く
ら
べ
て
み
ま
す
と
、
四
百
九
十

二
人
、
百
六
十
七
戸
が
そ
れ
ぞ
れ
ふ

え
て
お
り
ま
す
。

乙
の
期
間
中
の
配
水
量
は
百
三
十

三
万
六
千
立
方
抗
、
こ
の
う
ち
給
水

さ
れ
た
の
は
六
十
一
万
二
千
立
万

M

で
、
有
収
率
は
凶
六
が
わ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
一
人

一
日
あ
た
り
の
給
水
量

は
百
二
十
九
協
と
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
一

・
八
似
ぴ
ん
(
一
升
ぴ
ん
)

七
十
二
本
の
水
を
使
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
立
方
M
あ

た
り
の
給
水
原
川
二
十
九
円
二
銭
、

供
給
側
格
は
一
一
一十
三
円
七
十
八
銭
に

な
っ
て
い
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
け
月
お
日
か
ら
ロ
月
2
日
ま
で

行
な
わ
れ
ま
す
。

乙
と
し
は
、
①
バ
ケ
ツ
一
杯
の
水
の
く

み
置
き
、
①
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
乙
の
防
止
、

①
地
震
の
と
き
の
火
の
始
末
、
の
三
つ
を
屯
-点
事
項
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
こ

の
期
間
中
に

「
桁
泊
、
集
会
施
設
の
避
難
通
路
の

案
内
」
を
徹
底
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
特
別
査
察
や
、
防
火
モ
デ
戸
地
区

(
諏
訪
町
)
お
よ
び
市
内
家
庭
の
火

の
元
の
い
っ
せ
い
点
検
を
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
報
車
に
よ
る
巡
回
、
初

了
時
と
夜
9
時
の
二
回
サ
イ
レ
ン
の

吹
胸
、
1
日
に
は
消
火
訓
練
と
防
火

パ
レ

ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
お

J
曲

互
い
に
次
の
よ
う
な
こ
と
に
ど
協
方

く
だ
さ
い
。

た

ば

こ

火

火
災
原
因
の
多
い
も
の
に
た
ば
こ

の
吸
い
が
ら
の
不
始
末
が
あ
り
ま
す

が
、
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
、
必
ず

も
み
消
し
て
容
器
に
拾
て
る
よ
う
習

慣
づ
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
灰
凹
に
は
少
量
の
水
を
入
れ

読
書
週
間

ポ
ス
タ
ー
・
感
想
文
の
入
選
者

図
書
館
で
は
、
読
書
週
間
の
行
事

と
し
て
ポ
ス
タ
ー
と
感
想
文
を
募
集

し
て
い
ま
し
た
が
、
ゃ
く
二
百
点
の

参
加
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
次
の

人
が
入
選
し
ま
し
た
。

ハ
ポ
ス
タ
ー
〉

マ

市

長
筒
H
村
木
小

一
年
い
し
か
わ
ふ
み
ひ
ろ

マ
市
議

長
賞
U
東
中
三
年
畠
山
沙
笠
里

マ

市
教
委
賞
H
西
中
三
年
西
尾
知
子
、

住
吉
小
三
年
っ
ぽ
さ
き
け
い
子

マ

入
選
H
東
中
二
年
金
治
郎
子
、
山石凶

陀
美
丙
中
一
年
松
本
昌
子
、
村
木

小
五
年
酒
井
克
之
大
町
小
五
年
東

城
延
子
本
江
小
四
年
沢
口
粒
子

住
吉
小
六
年
村
間
尚
紀
加
都
小
二

年
稲
垣
輝
雄
上
中
島
小
六
年
山
西

茂
文

〈
読
書
感
組
文
〉
マ
市
長
賞
H
魚
津

高

一
年
小
城
附
美

マ
市
議
長
良
H

西
中
三
年
村
井
ひ
ろ
み

マ
市
教
委

賞
H
上
野
方
小
一
年
美
蔦
純
一

、
天

神
小
六
年
昭
真
弓

マ
入
選
H
魚
津

高
一
年
飛
世
章
子
、
二
年
青
山
久
美

子
東
中
一
年
初
野
芳
一
郎
、
一

年

経
沢
多
紀
子
、
三
年
高
村
智
恵
子

西
中
三
年
木
村
敦
子
上
野
方
小
凶

年
美
馬
真
澄
道
下
小
二
年
川
口
し

ん
じ
、
五
年
大
崎
澄
子
経
田
小
四

年
長
谷
川
弓
子
加
積
小
二
年
山
瀬

し
ん
、
六
年
広
瀬
洋
子

〈
写
災
は
市
幻
覚
を
受
け
た
石
川
君
の
ポ
ス

F
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る
乙
と
も
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
酔
つ
て
の
綬
た
ば
乙
で
、

ふ
と
ん
が
燃
え
だ
し
、
消
し
た
と
思

っ
た
ら
ま
た
燃
え
だ
し
た
と
い
う
経

験
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
酒
に
酔
っ

た
と
き
は
、
注
意
力
が
に
ぶ
る
の
で

と
く
に
気
を
つ
け
な
い
と
、
火
魔
は

あ
な
た
自
身
を
裂
い
ま
す
。

家

庭

防

災

会

議

火
災
や
地
震
に
そ
な
え
て
、
あ
な

た
の
家
で
も
食
事
ど
き
を
利
用
し
て

「
防
災
会
議
」
を
ひ
ら
き
、

マ
と
っ

き
の
と
き
は
ど
う
す
る
。

マ
ふ
だ
ん

の
火
の
取
り
扱
い
、
始
末
を
ど
う
す

る
か
、
マ
隣
近
所
か
ら
出
火
し
た
と

き
ど
う
す
る
か
。

マ
避
難
は
安
全
に

で
き
る
か
D

マ
空
気
が
乾
燥
し
強
い

風
の
と
き
は
ど
う
す
る
か
。

マ
消
火

器
の
取
り
鋭
い
は
ど
う
す
る
か
。

な
ど
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
て
、
悪
い

全
国
統

一
標

語

あ

な

た

は

火

事

の

恐

ろ

し

き

を

知

ら

な

い

l-iuuz」
最
近
は
、
暖
房
な
刊

に
石
油
類
を
非
常
に
多

く
使
う
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
o

石
油
類
の
貯

脳
に
つ
い
て
は
火
災
予

防
、
延
焼
予
防
の
面
か

ら
消
防
法
や
市
火
災
予

防
条
例
で
き
び
し
く
規

制
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
注
意
願
い
ま
す
。

マ

市
条
例
で
規
制
を

受
け
る
数
量
H
ガ
ソ
リ
ン
は
二
十
凶

以
上
百
脳
未
満
、
灯
油
、
軽
油
は
百

円
附
以
上
五
百
円
仰
未
満
、
重
油
は
五
百

以
以
上
二
千
泌
未
満
で
す
。
こ
れ
以

上
の
数
量
は
消
防
法
に
よ
り
規
制
さ

れ
ま
す
口

マ

貯
蔵
の
万
法
H
規
制
を
受
け
る
数

量
の
場
合
は
、
貯
賊
す
る
前
に
消
防

署
へ
届
け
出
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た、

次
の
よ
う
な
制
限
が
あ

り
ま
す
。

・
屋
外
に
置
く
場
合
は
、
周
囲
二

M
以

上
の
空
地
が
必
要
で
す
。
空
地
が
な

い
場
合
は
、
防
火
上
有
効
な
塀
を
設

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
窓
や
出

入
口
に
は
、
防
火
戸
を
取
り
付
け
る

こ
と
。

・
屋
内
に
貯
蹴
す
る
場
合
は
、
壁
、
柱

床
、
天
井
は
不
燃
材
料
で
つ
く
ら
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
ま
た
貯
成
し
て
い
る
場
所
に
標
示
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
D

な
お
、
届
け
出
な
い
で
貯
脱
し
た

場
合
は
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

点
が
あ
っ
た
ら
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

バ

ケ

ツ

の

水

火
事
に
な
っ
た
と
き
、
ほ
ん
の
バ

ケ
ツ
一
杯
の
水
で
消
し
止
め
ら
れ
る

の
に
、
み
す
み
す
大
火
に
な
っ
た
例

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
バ
ケ
ツ

一

杯
の
水
も
、
火
を
見
て
水
道
を
ひ
ね

る
と
二
、
三
十
秒
か
か
る
し
、
一

秒

に
一

J
一・

五

M
も
ひ
ろ
が
る
の

で、

く
み
置
き
水
を
い
つ
も
用
意
し

て
お
く
く
ら
い
の
用
心
が
ほ
し
い
も

の
で
す
。

秋
の
生
存

者
叙
勲
に
お

い
て
、
市
消

防
団
第
二
分
団
長
宮
崎
宗
四
郎
さ
ん

(
閃
歳
・荒
町
)
が
、
永
年
に
わ
り
消

防
業
務
に
ワ
と
め
ら
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
勲
七
等
旭
日
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
宮
崎
さ
ん
は
昭
和

7
年

か
ら
現
在
ま
で
三
十
数
年
間
も
消
防

活
動
に
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

宮
崎
さ
ん
勲
七
等

旭
日
章
受
け
ら
れ
る


